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　県議会では、全国に先駆けた取り組みとして、令和２年12月、「福岡県ワンヘルス推進基本条例」を議員提案により
制定しました。
　その後、県では基本条例に基づき「ワンヘルス推進行動計画」を策定し、
さまざまな取り組みを行っていますが、さらにワンヘルスの理念の浸透や
取り組みの促進を図るには、県だけではなく市町村や県民・事業者の理解
と取り組みが不可欠です。
　そこで、令和４年９月定例会閉会日（10月14日）、基本条例の趣旨にのっ
とり、環境と人と動物のより良い関係づくりに関し、行政、県民、事業者
が担うべき責務や取り組みを促進する仕組み等について規定した「環境と
人と動物のより良い関係づくり等福岡県におけるワンヘルスの実践促進
に関する条例」を議員提案により制定しました。　　　　（８面に条例の概要）

　

９
月
定
例
会
は
、９
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、会
期
中

に
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
を
含
め
、
10
月
14

日
ま
で
36
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
副
議
長
辞
職
の
件
が
諮
ら
れ
、
仁

戸
田
元
氣
副
議
長
の
辞
職
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
副
議
長

に
井
上
博
隆
議
員
（
民
主
県
政
県
議
団
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た（
８
面
に
新
し
い
副
議
長
の
紹
介
を
掲
載

し
て
い
ま
す
）。

　

ま
た
、
９
月
29
日
の
本
会
議
冒
頭
で
は
、
議
長
が
、

台
風
14
号
及
び
15
号
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
に
対
し
、
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
対
し
、
お
見
舞
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
及
び
安
全
・
安
心
の
確
保
に
要
す
る

経
費
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
に
必
要
な
経
費
の
令
和

４
年
度
補
正
予
算
議
案
２
件
、
条
例
議
案
５
件
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
議
案
12
件
、
経
費
負

担
に
関
す
る
議
案
６
件
、
計
25
件
の
議
案
が
開
会
日

に
知
事
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
の
物

価
高
騰
対
策
等
を
踏
ま
え
た
令
和
４
年
度
補
正
予
算

議
案
１
件
、「
令
和
３
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
決
算
」

な
ど
決
算
関
係
議
案
20
件
、
計
21
件
の
議
案
が
追
加

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
福
岡
県
議
会
議

員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て

選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」（
８
面
に
概
要
を

掲
載
し
て
い
ま
す
）
と
「
環
境
と
人
と
動
物
の
よ
り

良
い
関
係
づ
く
り
等
福
岡
県
に
お
け
る
ワ
ン
へ
ル
ス

の
実
践
促
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」（
１

面
及
び
８
面
に
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）
の
２
件

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
、
物
価
高
騰
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
、
教
育
問
題
な
ど
県
政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
論

議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
決
算
関
係
議
案
を
除
く
28
件
に
つ

い
て
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
関
係
議
案
20
件
に
つ
い
て
も
、
決
算

特
別
委
員
会
に
お
い
て
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
、
本

会
議
で
認
定
、
ま
た
は
原
案
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま

し
た
（
６
面
に
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
内
容
の
ま

と
め
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）。

定
例
会
の
概
要

令
和
四
年
九
月

調印式で「アジアワンヘルス福岡宣言2022」の宣言書を掲げる藏内勇夫FAVA会長
（立会人：桐明和久 福岡県議会議長、服部誠太郎 福岡県知事）

　11月11日から13日の３日間、第21回アジア獣医師会連合（FAVA）大会が福岡市内で開催されました。大会テーマの「ワンヘル
スアプローチ」とは、人と動物と環境の健康を一体的に守る「ワンヘルス」の理念を実践することを通じて、新型コロナウイルス感染
症などの人獣共通感染症の発生・まん延の防止など、地球の生態系を取り巻く様々な課題に取り組む必要があるという考え方です。
　この大会は獣医学における最大規模の学術会議ですが、今回は、大会テーマを踏まえ、獣医学、医学及び環境の専門家が一堂
に集うシンポジウムやプログラムを実施するとともに、ワンヘルスへの理解を広げるため、県民等、誰でも参加できる“One 
Health”国際フォーラムや地産地消を推進する農林水産まつり等が同時開催され、いずれのイベントも大盛況となりました。
　県議会からも、桐明和久議長はじめ厚生労働環境委員会、農林水産委員会及びワンヘルス・地方分権調査特別委員会等、多数の
議員が参加し、国際フォーラムで挨拶した桐明議長は、ワンヘルス推進基本条例とワンヘルス実践促進条例の議員提案など、県議
会の取り組みを紹介し、本県から世界にワンヘルス実践活動を広める拠点となる「FAVAワンヘルス福岡オフィス」の開設が決定
したことを祝い、尽力された藏内勇夫 FAVA新会長への感謝を述べました。
　また、今後の展望等について講演を行ったオサホン・エナブレレ世界医師会会長とラファエル・ラガンス世界獣医師会会長は、
ともに福岡のすばらしい取り組みを世界に広げたいと語りました。

アクロス福岡内に開設されるFAVA
の日本事務所「FAVAワンヘルス福
岡オフィス」の設立に関する調印式
が行われました。

（写真左から）
バンバン・ポンジョ・プリオソエリア
ント FAVA事務局長
藏内勇夫 FAVA会長
服部誠太郎 福岡県知事
白石博昭 福岡県保健医療
介護部長

ワンヘルス “One Health”
～人と動物及び環境の「健康は一つ」～
県全体で取り組み、実践していくために

ワンヘルス “One Health”
～人と動物及び環境の「健康は一つ」～
県全体で取り組み、実践していくために

議員提案で「環境と人と動物のより良い関係づくり等福岡県における
ワンヘルスの実践促進に関する条例」を制定

「アジアからのワンヘルスアプローチ」をテーマに、アジア・オセアニア・米国
から23の国・地域の獣医師会が結集する学術会議が福岡市で開催されました

アジア獣医師会連合（FAVA）大会

藏内勇夫 FAVA会長による開会の挨拶

※アジア獣医師会連合（FAVA）とは
　1978年に設立されたアジア・オセアニア ( 米国を含む）の 23カ国・地域の獣医師会の連合組織で、地域における獣医学術交流
を推進するとともに、獣医師の連携を図るため、２年ごとに大会が開催されています。日本でのFAVA大会の開催は、1995年の横
浜での開催以来27年ぶり３回目です。
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※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したもので、９月定例会時点での内容です。

Ｑ　

電
気
代
な
ど
物
価
高
騰

に
苦
し
む
事
業
者
支
援
に
、

国
の
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方

交
付
金
」
を
活
用
す
べ
き
だ

が
、
知
事
は
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
危
機
に
強
い
経
済
構

造
実
現
の
た
め
の
補
正
予
算

に
つ
い
て
も
見
解
を
問
う
。

Ａ　

同
交
付
金
を
積
極
的
に

活
用
し
、
医
療
機
関
や
児
童

福
祉
施
設
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
の
補
正
予
算
案
を
追
加

提
案
し
た
い
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
が
続
く
中
、
危
機
に
強

い
財
政
基
盤
を
つ
く
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
９
月
補
正

予
算
に
は
、
中
小
企
業
の
新

技
術
・
新
製
品
開
発
支
援
や

「
あ
ま
お
う
」
栽
培
技
術
を

新
規
就
農
者
へ
伝
承
す
る
費

用
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
明

日
に
つ
な
が
る
投
資
に
よ
り
、

経
済
構
造
を
強
靭
で
持
続
可

能
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

子
ど
も
食
堂
に
対
す
る

県
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
の

取
り
組
み
を
子
ど
も
食
堂
と

連
携
し
て
進
め
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

子
ど
も
食
堂
間
の
交
流

な
ど
を
目
的
に
「
福
岡
県
こ

ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
昨
年
５
月
に
設
立
さ
れ
、

県
も
立
ち
上
げ
や
広
報
に
協

力
し
た
。
ま
た
、
県
内
５
カ

所
の
「
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ

ス
」
支
援
員
が
子
ど
も
食
堂

を
順
次
訪
問
し
て
い
る
。
今

後
も
、
子
ど
も
食
堂
同
士
の

連
携
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
支

援
し
た
い
。
さ
ら
に
、
物
価

高
騰
が
運
営
を
圧
迫
し
て
い

る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
必

要
な
支
援
に
向
け
た
補
正
予

算
案
を
追
加
提
案
し
た
い
。

　

一
部
の
子
ど
も
食
堂
で
実

施
し
て
い
る
食
育
や
農
業
体

験
な
ど
は
、
子
ど
も
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
育

む
上
で
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
多
く
の
子
ど
も
食
堂
で
実

施
し
て
も
ら
い
た
い
。
具
体

的
な
実
施
内
容
等
は
青
少
年

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
を
見
直

す
中
で
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

ワ
ン
ヘ
ル
ス
実
践
活
動

を
リ
ー
ド
す
る
Ｆ
Ａ
Ｖ
Ａ
（
ア

ジ
ア
獣
医
師
会
連
合
）
日
本

事
務
所
の
設
置
場
所
と
、
本

県
で
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｖ
Ａ

大
会
の
成
功
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｖ
Ａ
日
本
事
務
所

の
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

場
所
を
で
き
る
だ
け
早
く
日

本
獣
医
師
会
に
提
案
し
た
い
。

　

同
大
会
が
本
県
で
開
催
さ

れ
、
獣
医
学
や
医
学
、
環
境

分
野
の
関
係
者
が
一
堂
に
会

す
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。

農
林
水
産
物
の
ワ
ン
ヘ
ル
ス

認
証
制
度
に
関
し
て
は
、
歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
認
証
農

林
水
産
物
を
披
露
す
る
と
と

も
に
、
食
材
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
で
全
国
初
の
取
り
組

み
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
県
民
参

加
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
座

も
開
催
す
る
。
本
県
が
ワ
ン

ヘ
ル
ス
の
世
界
的
先
進
地
と

認
め
ら
れ
る
よ
う
、
大
会
成

功
に
全
力
を
あ
げ
て
い
く
。

Ｑ　

最
低
賃
金
改
定
に
関

し
、具
体
的
な
金
額
を
示
し
、

国
に
提
言
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、知
事
の
考
え
を
尋
ね
る
。

Ａ　

県
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
生
活
保
護
費
の
保
護
基
準

と
の
整
合
性
を
踏
ま
え
た
上

で
、
具
体
的
な
目
標
額
を
設

定
し
て
国
に
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
を
提
言
し
て
き
た
。

平
成
30
年
度
に
当
時
の
目
標

額
８
０
０
円
を
達
成
し
た
後

は
、
全
国
平
均
１
０
０
０
円

以
上
と
い
う
目
標
を
国
に
求

め
て
き
た
。
現
在
、
政
府
に

お
い
て
も
同
じ
目
標
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の

１
０
０
０
円
以
上
の
達
成
を

目
指
し
、
着
実
な
引
き
上
げ

を
行
う
よ
う
国
に
求
め
て
い

く
。
県
内
の
雇
用
を
支
え
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

に
対
し
、
生
産
性
の
向
上
や

取
引
条
件
の
改
善
、
さ
ら
に

国
の
「
業
務
改
善
助
成
金
」

の
積
極
的
活
用
な
ど
を
支
援

し
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の

環
境
を
整
え
て
い
く
。

Ｑ　

手
話
通
訳
者
は
担
い
手

が
少
な
く
、
減
少
し
て
い
く

見
通
し
で
あ
る
。
こ
の
現
状

と
原
因
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
育
成
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

手
話
通
訳
者
の
派
遣
要

請
増
加
で
、
全
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
困
難
な
状
況
。
県
で

は
育
成
に
向
け
、基
礎
・
応
用
・

実
践
の
３
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ

５
カ
月
課
程
の
研
修
を
実
施

し
て
き
た
。
ほ
ぼ
定
員
の
20

人
の
受
講
が
あ
る
が
、
登
録

試
験
の
難
易
度
が
高
く
直
近

合
格
者
は
３
人
。
今
後
は
、

丁
寧
な
実
技
指
導
が
で
き
る

少
人
数
研
修
を
実
施
し
て
合

格
率
ア
ッ
プ
を
図
る
。
ま
た
、

報
酬
の
低
さ
も
手
話
通
訳
者

が
少
な
い
一
因
の
た
め
、
同

時
通
訳
な
ど
高
レ
ベ
ル
の
技

術
習
得
を
支
援
し
、
高
い
報

酬
を
得
る
人
材
育
成
に
努
め

た
い
。
さ
ら
に
、
県
内
の
福

祉
を
学
ぶ
大
学
生
に
、
聴
覚

障
が
い
の
あ
る
方
が
手
話
通

訳
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
対
す
る
経
験
や
思

い
を
伝
え
る
研
修
会
を
今
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　

経
験
豊
か
な
社
会
人
の

積
極
的
採
用
な
ど
、
今
後
の

教
員
採
用
の
あ
り
方
に
つ
い

て
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

多
様
な
専
門
性
を
持
つ

社
会
人
の
採
用
は
、
学
校
教

育
に
お
け
る
新
た
な
課
題
へ

の
対
応
の
た
め
に
効
果
的
な

方
策
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
た
め
、
採
用
試
験
の
年
齢

制
限
を
段
階
的
に
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
中
・
高
校
の

理
科
、
英
語
、
情
報
等
に
つ

い
て
は
、
専
門
職
経
験
者
の

特
別
選
考
を
実
施
し
、
１
次

試
験
を
免
除
す
る
こ
と
で
社

会
人
の
受
験
を
し
や
す
く
し

て
い
る
。
大
学
や
企
業
と
連

携
を
深
め
、
特
別
免
許
状
の

活
用
に
よ
り
社
会
人
の
受
験

を
促
す
取
り
組
み
や
県
内
外

の
学
生
へ
の
情
報
発
信
を
強

化
す
る
と
と
も
に
大
学
の
推

薦
に
よ
る
特
別
選
考
の
実
施

を
検
討
す
る
な
ど
質
の
高
い

教
員
の
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

髙
橋  

義
彦  

（飯塚市・嘉穂郡）

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

新
井  

富
美
子  

（久留米市）

Ｑ　

Ｄ
Ｘ
推
進
は
行
政
組
織

改
革
の
意
識
を
持
ち
、
全
庁

を
挙
げ
て
推
進
す
べ
き
だ
。

知
事
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　

３
月
に
策
定
し
た
福
岡

県
Ｄ
Ｘ
戦
略
で
は
、県
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、
単

な
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
業
務
そ
の
も
の
や

組
織
、
風
土
の
変
革
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。
押
印
の
義
務
付
け
廃
止

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

対
象
拡
大
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
の
検
討
な
ど
、
県
民
の

負
担
軽
減
や
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
前
例
や
勘
、
経
験
に

頼
る
こ
と
な
く
、
客
観
的
デ
ー

タ
や
根
拠
に
基
づ
く
施
策
立

案
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
」
へ
と
大
き

く
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
研
修
を
強
化
し
、

企
画
・
地
域
振
興
部
と
各
部

局
の
連
携
の
下
、
県
保
有
の

デ
ー
タ
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

を
積
極
的
に
活
用
し
、
専
門

家
の
知
見
も
取
り
入
れ
、
政

策
・
施
策
を
立
案
す
る
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。

Ｑ　

不
妊
治
療
を
受
け
や
す

い
環
境
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

不
妊
治
療
を
受
け
な
が

ら
安
心
し
て
働
き
続
け
る
環

境
の
整
備
が
必
要
。
子
育
て

応
援
宣
言
企
業
に
、
不
妊
治

療
の
内
容
や
職
場
で
の
配
慮

ポ
イ
ン
ト
、
休
暇
制
度
等
の

導
入
事
例
を
紹
介
し
、
不
妊

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に

取
り
組
む
よ
う
促
し
て
き
た
。

　

４
月
か
ら
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
が
開
始
さ
れ
、
治
療

希
望
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
今
後
は
、
県
と
経
済
団

体
等
で
構
成
す
る
「
福
岡
県

女
性
の
活
躍
応
援
協
議
会
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
福
岡
労

働
局
の
企
業
説
明
会
等
を
活

用
し
、
不
妊
治
療
に
利
用
で

き
る
休
暇
制
度
の
整
備
な
ど

に
多
く
の
企
業
が
取
り
組
む

よ
う
働
き
か
け
る
。

Ｑ　

発
達
障
が
い
者
、
特
に

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
方
へ
の
障

が
い
者
雇
用
拡
大
事
業
の
広

報
や
機
能
強
化
を
問
う
。

Ａ　

本
事
業
で
は
、
障
が
い

者
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
障
が
い
者
全
般
を
対
象
と

し
た
就
労
支
援
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
障
が
い
者
法
定
雇

用
率
は
こ
の
手
帳
を
持
つ
方

の
み
を
算
入
す
る
た
め
、
企

業
の
採
用
は
手
帳
を
持
つ
方

が
優
先
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

本
事
業
で
は
昨
年
度
６
９
３

人
が
利
用
登
録
し
、
２
６
３

人
の
就
職
に
至
っ
た
が
、
手

帳
を
持
た
な
い
方
の
登
録
は

37
人
で
、
就
職
に
至
っ
た
の

は
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

手
帳
の
有
無
を
問
わ
な
い

同
事
業
の
特
徴
を
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、
チ
ラ

シ
等
の
配
布
で
求
人
企
業
や

求
職
者
の
理
解
を
深
め
る
。

一
人
一
人
の
得
意
分
野
や
適

性
を
企
業
側
に
丁
寧
に
伝
え

る
こ
と
で
、
手
帳
を
持
た
な

い
方
の
就
労
支
援
の
強
化
に

努
め
る
。
さ
ら
に
、
国
に
対

し
、
手
帳
の
有
無
に
よ
ら
な

い
障
が
い
者
雇
用
率
制
度
の

確
立
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

公
明
党

公
明
党

壹
岐  

和
郎  

（北九州市小倉北区）

Ｑ　

肥
料
や
飼
料
な
ど
農
業

分
野
の
物
価
高
騰
対
策
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

化
学
肥
料
や
飼
料
は
、

原
料
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に

依
存
し
て
お
り
、
価
格
の
高

騰
に
よ
っ
て
農
業
経
営
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

生
産
者
を
支
え
る
と
と
も

に
、
リ
ス
ク
に
強
い
体
制
へ

の
転
換
を
図
る
た
め
に
必
要

な
予
算
を
今
議
会
に
提
案
し

て
い
る
。

　

県
が
、
国
に
先
駆
け
打
ち

出
し
た
肥
料
価
格
高
騰
対
策

は
、
国
も
新
た
な
対
策
を
示

し
た
た
め
、
国
の
肥
料
購
入

助
成
の
要
件
で
あ
る
２
つ
の

化
学
肥
料
低
減
の
取
り
組
み

を
上
回
る
取
り
組
み
を
実
施

す
る
農
業
者
に
対
し
、
県
独

自
の
上
乗
せ
助
成
を
し
た
い
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
の
経
営

継
続
を
図
る
た
め
、
配
合
飼

料
等
の
購
入
に
対
す
る
助
成

を
県
独
自
で
新
た
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
配
合
飼
料
原

料
の
自
給
率
向
上
に
向
け
、

収
穫
機
や
飼
料
用
粉
砕
機
な

ど
生
産
・
加
工
に
必
要
な
機

械
の
導
入
を
支
援
し
た
い
。

Ｑ　

中
小
企
業
へ
の
物
価
高

騰
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

雇
用
の
８
割
を
担
う
本

県
経
済
発
展
の
原
動
力
で
あ

る
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援

策
は
、「
事
業
継
続
の
支
援
」

と
危
機
に
強
い
経
済
構
造
の

実
現
、
い
わ
ば
「
明
日
に
つ

な
が
る
支
援
」
の
２
つ
を
柱

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
議
会
で
は
、「
事
業
継

続
の
支
援
」
と
し
て
、
県
制

度
融
資
に
保
証
料
を
全
額
県

が
負
担
す
る
「
物
価
高
騰
特

別
枠
」
の
創
設
や
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
エ
コ
タ
イ
ヤ

購
入
に
対
す
る
助
成
制
度
の

創
設
な
ど
を
、「
明
日
に
つ

な
が
る
支
援
」
と
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

生
産
性
向
上
に
必
要
な
設
備

導
入
に
対
す
る
支
援
拡
充
や

新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
に

対
す
る
助
成
、
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
低
コ
ス

ト
化
製
品
開
発
促
進
の
た
め

の
機
器
整
備
な
ど
を
、
そ
れ

ぞ
れ
９
月
補
正
予
算
で
お
願

い
し
て
い
る
。

Ｑ　

障
が
い
の
あ
る
方
が
利

用
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
状
況
と
情
報
発
信
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
県
立
ス

ポ
ー
ツ
施
設
全
11
カ
所
で
、

多
目
的
ト
イ
レ
設
置
や
競
技

場
入
口
の
段
差
解
消
等
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
ア
ク
シ
オ

ン
福
岡
や
筑
豊
緑
地
テ
ニ
ス

場
な
ど
で
は
、
競
技
用
車
い

す
な
ど
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
用

具
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

る
。
市
町
村
施
設
で
は
、
車

い
す
で
利
用
で
き
る
ト
イ
レ

が
整
備
さ
れ
て
い
る
施
設
が

約
６
割
、
競
技
場
入
口
の
段

差
解
消
を
し
て
い
る
施
設
が

約
５
割
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

県
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ふ
く
お
か
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
な
ど
で

発
信
し
て
い
る
。

緑
友
会

緑
友
会

田
中  

大
士  

（福岡市西区）
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代表質問を終えて 　　
提出された議案

可決された意見書、採択された請願

令和４年９月定例会では議案４８件が提出さ

れ、いずれも原案のとおり可決、認定、原案可

決及び認定されました。

〇議員提出議案　２件

・福岡県議会議員の定数並びに選挙区及び各選

挙区において選挙すべき議員の数に関する

条例の一部を改正する条例の制定について

・環境と人と動物のより良い関係づくり等福

岡県におけるワンヘルスの実践促進に関す

る条例の制定について

〇予算議案　３件

・令和４年度福岡県一般会計補正予算（第３号）

・令和４年度福岡県一般会計補正予算（第４号）

・令和４年度福岡県県営埠頭施設整備運営事業

特別会計補正予算（第１号）

〇条例議案　５件

・福岡県職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

・福岡県民生委員の定数を定める条例の一部

を改正する条例の制定について

・水質汚濁防止法第３条第３項の規定に基づ

く排水基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定について

・福岡県農林水産関係手数料条例の一部を改

正する条例の制定について

・福岡県都市公園条例の一部を改正する条例

の制定について

〇工事請負契約の締結に関する議案　12件

〇経費負担に関する議案　６件

・農業農村環境整備事業の経費の負担について

・県営土地改良事業の経費の負担について

・県営林道開設事業の経費の負担について

・港湾関係事業の経費の負担について

・街路関係事業の経費の負担について

・流域下水道事業の経費の負担について

〇決算関係議案　20件

　

冒
頭
、
電
気
代
や
物
価
高
騰
等
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

質
し
、
服
部
誠
太
郎
知
事
は
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
県
民
、
事

業
者
に
寄
り
添
い
、機
動
的
な
対
応
を
図
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
全
数
届
け
出
の
見
直
し
に
伴

う
施
策
に
つ
い
て
は
、
届
け
出
の
対
象
外
と
な
る
方
が
安
心
し

て
療
養
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
適
切
な
医
療
や
生
活
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
す
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

食
料
の
安
全
保
障
強
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ

ろ
、
過
度
な
輸
入
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て
、
配
合
飼
料
原

料
の
自
給
率
向
上
に
向
け
た
生
産
・
加
工
に
必
要
な
機
械
導
入

支
援
な
ど
の
予
算
計
上
、
飼
料
価
格
高
騰
に
対
し
て
畜
産
農
家

の
経
営
継
続
を
図
る
た
め
、
配
合
飼
料
や
乾
牧
草
の
購
入
に
対

す
る
助
成
を
新
た
に
実
施
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

物
価
高
に
お
け
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、「
事
業

継
続
の
支
援
」、「
明
日
に
つ
な
が
る
支
援
」
の
２
つ
を
柱
に
据

え
て
、
県
制
度
融
資
に
物
価
高
騰
特
別
枠
を
創
設
し
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
に
必
要
な
設
備
導
入
に
対
す

る
支
援
の
拡
充
な
ど
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
県
内
中
小
企

業
の
事
業
継
続
と
さ
ら
な
る
成
長
発
展
に
向
け
て
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
む
と
の
答
え
を
得
ま
し
た
。

　

教
育
長
か
ら
は
、小
中
学
校
に
お
け
る
教
師
不
足
に
関
し
て
、

県
独
自
の
取
り
組
み
に
加
え
他
県
の
取
り
組
み
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
方
策
を
研
究
す
る
な
ど
全
力
を
挙
げ
て
、
地
域
間
格
差

を
含
め
教
師
不
足
の
解
消
に
努
め
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
本
県
管
理
河
川
の
治
水
対
策
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
の
発

行
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
等
に
つ
い
て
知
事
に

質
し
、
前
向
き
な
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

服
部
誠
太
郎
知
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
全

数
届
け
出
の
見
直
し
が
開
始
さ
れ
た
後
、
感
染
さ
れ
た
方
々
へ

新
設
す
る
「
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
を
案
内
し
、

健
康
面
と
生
活
面
の
支
援
を
行
う
と
の
発
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
早
期
に
１
０
０
０
円
の
達
成
を
目
指

し
て
国
に
求
め
て
い
く
こ
と
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
に

つ
い
て
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
積
極
的
に
発

信
す
る
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
話
言
語
に
関
し
て
、
少
人
数
研
修
を
通
じ
て
手
話
通
訳
者

の
育
成
を
行
う
と
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

変
革
期
を
迎
え
た
自
動
車
産
業
に
対
応
す
る
た
め
、
中
小
企

業
の
脱
炭
素
促
進
、電
動
化
部
品
製
造
へ
の
参
入
支
援
や
水
素
・

風
力
産
業
へ
の
参
入
支
援
を
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
整
備
促
進
に
努
め
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
物
の
有
害
鳥
類
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、

市
町
村
へ
の
特
別
交
付
税
措
置
の
周
知
、
狩
猟
者
へ
の
指
導
強

化
を
進
め
る
と
さ
れ
、久
留
米
市
内
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
な
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
、
そ
の
情
報
発
信
も
強
化
す

る
こ
と
、
県
の
河
川
維
持
管
理
予
算
の
確
保
に
も
取
り
組
む
と

の
発
言
を
得
ま
し
た
。

　

教
育
長
か
ら
は
、
教
育
現
場
で
手
話
技
術
を
持
つ
教
員
の
育

成
支
援
を
行
う
こ
と
、
制
服
・
水
着
の
選
択
制
は
県
立
学
校
の

ほ
と
ん
ど
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
不
断
の
見
直
し
を
行

う
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
教
員
の
未
配
置
の
解
消

の
た
め
、
精
度
の
高
い
推
計
に
基
づ
く
採
用
を
行
っ
た
が
、
志

願
者
の
減
少
、合
格
者
の
辞
退
に
よ
っ
て
目
標
を
達
成
で
き
ず
、

今
後
は
、
大
学
や
企
業
と
の
連
携
を
深
め
、
質
の
高
い
教
員
の

確
保
を
進
め
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

民
主
県
政
県
議
団

　

ま
ず
、
物
価
高
騰
の
本
県
に
お
け
る
現
状
に
つ
い
て
質
し
た

う
え
で
、
未
来
に
向
け
た
成
長
、
発
展
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

服
部
誠
太
郎
知
事
か
ら
次
の
と
お
り
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

将
来
の
産
業
や
経
済
発
展
の
た
め
の
種
を
ま
き
、
芽
を
育
て

て
い
く
こ
と
で
、
危
機
に
強
い
財
政
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
を
支
え
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
生

産
性
の
向
上
や
新
技
術
・
新
製
品
開
発
等
を
支
援
す
る
。

　

本
県
の
経
済
構
造
を
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
し
て
、
よ

り
強
靭
で
持
続
可
能
な
も
の
に
変
革
し
て
い
く
。

　

都
市
近
郊
の
農
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
農

地
を
最
大
限
活
用
し
て
収
益
を
上
げ
る
た
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
作
物
を
少
量
多
品
目
で
生
産
し
、
通
年
で
の
出
荷
を

可
能
と
す
る
経
営
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
場

調
査
を
踏
ま
え
た
最
適
な
品
目
の
組
み
合
わ
せ
を
提
案
し
、
直

売
所
を
対
象
と
し
た
年
間
の
出
荷
計
画
の
作
成
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
品
目
ご
と
に
肥
培
管
理
な
ど
の
技
術
指
導
を
行
っ
て

い
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旅
行
需
要
の
喚
起
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

県
で
は
、旅
行
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
、昨
年
７
月
か
ら
「
福

岡
の
避
密
の
旅
」
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
感

染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
と
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
広
域
的
な
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
切
れ
目
な
く
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
離
島
に
お
け
る
漁
業
資
源
づ
く
り
と
出
荷
対

策
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
向
上
、
パ
ラ
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
重
要
性
、
警

察
問
題
等
を
質
し
ま
し
た
。

緑
友
会

可決された意見書

〇教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制

度の充実を求める意見書

〇プラスチックに係る資源循環等の総合的な推

進を求める意見書

〇「緊急時の薬事承認」の在り方等について検

討を求める意見書

〇国民の祝日「海の日」の７月20日への固定化

を求める意見書

採択された請願

〇私立幼稚園に対する助成制度の拡充強化に関

する請願

公
明
党

　

今
回
の
代
表
質
問
で
は
、
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
直
面
す
る
主
要
課
題
に
対
し
、服
部
誠
太
郎
知
事
を
は
じ
め
、

教
育
長
、
警
察
本
部
長
へ
質
す
と
と
も
に
、
多
様
性
を
大
切
に

す
る
福
岡
県
構
築
の
た
め
、
10
項
目
に
わ
た
り
質
問
を
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
現
状
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
課
題
の

一
つ
で
あ
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
加
速
、
経
口
治
療
薬
早
期
実
現
へ
向
け
た
動
き
の

加
速
化
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、

効
率
性
、利
便
性
、公
平
性
、透
明
性
、安
全
性
な
ど
の
恩
恵
を
享

受
で
き
る
、重
要
な
革
新
的
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
Ｄ
Ｘ
を
、

全
庁
挙
げ
て
推
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
北
九
州
市
の
旦
過
地
区
に
お
け
る
二
度
に
わ
た
る
大
火

災
に
関
し
、行
政
と
し
て
の
教
訓
を
い
か
す
よ
う
質
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
保
険
適
用
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
不
妊
治
療
に

つ
い
て
、
現
状
の
社
会
的
認
識
の
低
さ
を
指
摘
、
す
べ
て
の
人

が
仕
事
と
治
療
の
両
立
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
よ
う
質

し
、
知
事
か
ら
も
推
進
へ
向
け
た
力
強
い
答
弁
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

本
県
の
障
が
い
者
就
労
事
業
で
は
障
が
い
が
あ
り
な
が
ら
も

手
帳
を
持
た
な
い
方
や
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
い
わ
れ
る

境
界
線
上
に
あ
る
方
に
対
す
る
支
援
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
指

摘
し
、
知
事
か
ら
は
支
援
強
化
へ
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
可
能
人
数
は
十
分
と
は
い
え
ず
、

直
接
避
難
に
向
け
た
体
制
整
備
と
合
わ
せ
、
そ
の
必
要
性
の
認

識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
男
子
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
設
置
、
障
が
い
者
手
帳
ア
プ
リ
の
活
用
推
進
、
中
小

企
業
へ
の
支
援
強
化
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
の
強
化
を
取
り
上

げ
、
知
事
や
警
察
本
部
長
の
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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児
童
虐
待
防
止

の
た
め
の
関
係

機
関
の
連
携
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ　

市
町
村
の
福
祉
部
門
職
員
に
情

報
提
供
の
手
順
な
ど
を
助
言
し
、
学

校
や
医
療
機
関
等
の
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
構
成
メ
ン
バ
ー
に
役

割
分
担
と
責
任
を
明
確
化
さ
せ
る
。

虐
待
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用

し
、
医
療
従
事
者
や
市
町
村
職
員
、

児
童
相
談
所
職
員
へ
の
研
修
を
今
年

度
中
に
行
い
、
虐
待
の
兆
候
を
見
逃

さ
ず
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
通
告
し
、
安

全
確
認
を
行
う
連
携
を
確
立
す
る
。

子
ど
も
に
携
わ
る
職
員
に
対
し
、
具

体
的
事
例
の
検
討
会
を
開
き
、
小
さ

な
兆
候
も
見
逃
さ
な
い
洞
察
力
と
見

識
を
養
っ
て
い
く
。

人
体
等
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
特

定
外
来
生
物
に

対
す
る
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
。

Ａ　

今
年
改
正
さ
れ
来
年
度
施
行
予

定
の
外
来
生
物
法
で
は
、
特
定
外
来

生
物
の
防
除
に
つ
い
て
、
未
定
着
で

あ
れ
ば
国
が
、
す
で
に
定
着
し
て
い

れ
ば
都
道
府
県
が
、
そ
の
責
務
を
負

う
と
さ
れ
た
。
未
定
着
で
あ
れ
ば
定

着
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
、
防
除

を
担
う
国
と
情
報
共
有
し
早
期
防
除

に
協
力
す
る
。
定
着
し
て
い
れ
ば
緊

急
度
の
高
い
種
か
ら
優
先
的
に
防
除

す
る
。
ま
た
、
必
要
経
費
の
支
援
を

国
に
求
め
る
。
人
や
動
物
の
健
康
に

影
響
が
出
た
場
合
に
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
、
医
師
会
や
獣
医
師
会

と
の
連
携
を
図
る
。

若
手
経
営
者
が

家
業
の
経
営
資

源
を
活
用
し
新

ビ
ジ
ネ
ス
に
挑

戦
す
る
「
ア
ト
ツ
ギ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
」
に
「
ア
ト
ツ
ギ
コ

ー
ス
」
を
設
置
し
、
著
名
な
起
業
家

や
専
門
家
に
よ
る
９
カ
月
間
の
伴
走

型
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は

醤
油
店
、窯
元
な
ど
10
社
が
参
加
し
、

特
色
あ
る
新
製
品
を
開
発
し
た
。
商

品
化
に
向
け
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
も
挑
戦
し
、
目
標
額
以
上
の

資
金
を
調
達
し
た
。
今
後
も
地
域
中

小
企
業
支
援
協
議
会
と
連
携
し
、
販

路
開
拓
な
ど
の
事
業
化
支
援
を
行

い
、「
ア
ト
ツ
ギ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の

創
出
を
図
る
。

ウ
ェ
ブ
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
へ

の
参
加
企
業
の

増
加
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

Ａ　

ウ
ェ
ブ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

不
慣
れ
な
企
業
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
こ
れ
ま
で
延
べ
91
社
が
参

加
。
参
加
企
業
を
所
在
地
別
に
み
る

と
福
岡
地
域
の
企
業
が
８
割
以
上
を

占
め
地
域
的
な
偏
り
が
あ
る
。
参
加

企
業
を
県
内
各
地
に
広
げ
、
県
外
の

優
秀
な
人
材
を
送
り
込
め
る
よ
う
取

り
組
み
を
強
化
す
る
。
そ
の
た
め
、

９
月
補
正
予
算
案
で
提
案
の
半
導
体

関
連
企
業
向
け
の
ウ
ェ
ブ
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
は
、
県
内
各
地
に
工
場

を
持
つ
「
福
岡
県
半
導
体
・
デ
ジ
タ

ル
産
業
振
興
会
議
」
を
中
心
に
参
加

を
促
し
て
い
く
。

横
断
歩
道
橋
の

新
設
や
撤
去
に

つ
い
て
今
後
の

方
針
を
伺
う
。

Ａ　

横
断
歩
道
橋
は
こ
れ
ま
で
主

に
、
交
通
量
が
多
く
交
通
安
全
対
策

上
、
効
果
的
な
場
所
に
設
置
し
て
き

た
。
今
後
も
必
要
な
場
所
に
は
地
元

自
治
体
の
意
向
も
踏
ま
え
、
新
設
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
一
方
で
少

子
化
や
高
齢
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で

ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
い
る
。
既
設
の

横
断
歩
道
橋
の
中
で
、
周
辺
状
況
が

設
置
時
か
ら
変
化
し
、
利
用
者
が
減

少
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
元
自

治
体
の
意
向
や
老
朽
化
の
状
況
等
も

踏
ま
え
、
撤
去
も
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
検
討
す
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
州
と
の
ス
ポ

ー
ツ
交
流
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き

だ
が
、
知
事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

同
州
駐
日
代
表
と
６
月
に
県
庁

で
お
会
い
し
、
意
見
を
交
換
し
た
。

そ
の
後
、
ラ
グ
ビ
ー
で
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
世
代
の
合
同
合
宿
な
ど
の
実
施
、

水
泳
で
は
、
福
岡
市
で
来
年
開
催
さ

れ
る
世
界
選
手
権
の
観
戦
で
来
日
す

る
同
州
の
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
と
本
県
の

選
手
と
の
交
流
、
野
球
で
は
、
ジ
ュ

ニ
ア
世
代
の
大
会
へ
相
互
に
チ
ー
ム

を
派
遣
す
る
な
ど
で
具
体
的
な
協
議

を
進
め
て
き
た
。
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で

生
ま
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
交
流
を

広
げ
て
い
き
た
い
。

先
端
産
業
人
材

育
成
に
向
け
た

県
立
工
業
高
校

の
取
り
組
み
を

教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

今
年
度
か
ら
「
県
立
工
業
高
校

半
導
体
人
材
育
成
事
業
」を
実
施
し
、

企
業
が
求
め
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技

能
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
多

く
の
学
科
を
置
く
福
岡
工
業
高
校

が
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
を
横
断

的
に
学
べ
る
教
育
課
程
の
工
夫
や
、

大
学
・
関
連
企
業
と
の
連
携
・
共
同

研
究
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
。
多
く
の
産
業
で
技
術
が

高
度
化
す
る
た
め
、
県
立
工
業
高
校

に
お
い
て
分
野
横
断
的
な
知
識
・
技

能
や
協
働
す
る
力
を
育
む
教
育
内
容

の
充
実
を
図
る
。

県
産
農
産
物
の

消
費
拡
大
へ
向

け
て
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

Ａ　

消
費
拡
大
に
は
、
県
に
優
れ
た

農
産
物
が
多
い
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

食
育
の
推
進
な
ど
に
よ
る
認
知
度
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
小
中
学
生

対
象
の
食
育
と
し
て
は
、
柿
の
皮
む

き
体
験
や
野
菜
ソ
ム
リ
エ
出
前
講
座

を
、
家
族
で
食
を
学
ぶ
取
り
組
み
と

し
て
は
、
野
菜
の
収
穫
や
、
生
産
者

と
交
流
す
る
現
地
ツ
ア
ー
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
型
商
業
施

設
で
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ

ン
で
の
福
岡
フ
ェ
ア
も
実
施
し
て
い

る
。
11
月
に「
県
農
林
水
産
ま
つ
り
」

を
「
Ｆ
Ａ
Ｖ
Ａ
大
会
」
と
同
時
開
催

し
、
販
売
と
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

成
年
後
見
制
度

の
市
町
村
に
よ

る
中
核
機
関
設

置
に
向
け
た
取

り
組
み
を
伺
う
。

Ａ　

昨
年
度
、
圏
域
ご
と
に
開
催
し

た
意
見
交
換
会
で
は
中
核
機
関
の
設

置
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
意

見
が
多
く
、
今
年
度
は
、
設
置
し
て

い
る
市
町
か
ら
取
り
組
み
を
報
告
し

て
も
ら
っ
た
。
国
の
第
２
期
計
画
で

は
、
市
町
村
単
独
で
は
解
決
困
難
な

課
題
を
協
議
す
る
た
め
、
市
町
村
や

弁
護
士
会
、
家
庭
裁
判
所
、
金
融
機

関
等
で
構
成
す
る
都
道
府
県
単
位
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
設
置
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
県
と
し
て
は
今
年
度

中
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置

し
、
中
核
機
関
設
置
に
向
け
た
県
の

支
援
に
つ
い
て
も
協
議
す
る
。

温
泉
地
の
魅
力

向
上
に
は
、
旅

館
の
受
け
入
れ

環
境
整
備
に
加

え
、街
並
み
や
景
観
の
整
備
も
必
要
。

県
の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ　

街
並
み
や
景
観
整
備
で
は
、
県

管
理
の
道
路
や
河
川
を
対
象
に
、
歩

道
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
広
場
の
整
備
と

い
っ
た
「
景
観
整
備
事
業
」
を
実
施
。

さ
ら
に
市
町
村
が
良
好
な
街
並
み
形

成
の
た
め
に
行
う
道
路
整
備
や
沿
道

建
物
の
修
景
な
ど
を
行
う
際
、
国
の

「
街
な
み
環
境
整
備
事
業
」
が
活
用

で
き
る
よ
う
必
要
な
助
言
を
行
っ
て

い
る
。
温
泉
地
で
、
こ
れ
ら
の
事
業

を
活
用
す
る
こ
と
は
魅
力
向
上
に
寄

与
す
る
た
め
、
市
町
村
観
光
担
当
課

長
会
議
で
紹
介
し
、
市
町
村
を
支
援

し
て
い
く
。

大
野
城
市
や
春

日
市
に
お
け
る

西
鉄
天
神
大
牟

田
線
の
連
続
立

体
交
差
事
業
で
生
ま
れ
た
高
架
下
空

間
を
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
空
間
と

し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

高
架
下
空
間
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル

ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
Ｂ
Ｍ

Ｘ
な
ど
若
い
世
代
の
関
心
が
高
い
ス

ポ
ー
ツ
の
場
に
な
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
が
夢
を
見
つ
け
る
場
と
も
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
高
架
下
空
間
の
活
用

は
土
地
所
有
者
の
西
鉄
と
地
元
自
治

体
で
構
成
す
る
「
高
架
下
利
用
推
進

協
議
会
」
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
県

で
は
同
協
議
会
を
通
じ
、
空
間
の
活

用
方
策
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
場
に
整

備
し
て
い
る
事
例
な
ど
を
情
報
提
供

し
て
い
く
。

浄
化
槽
管
理
で

指
導
に
従
わ
な

い
未
受
検
者
へ

の
今
後
の
対
応

を
問
う
。

Ａ　

未
受
検
者
に
は
電
話
や
戸
別
訪

問
で
受
検
を
指
導
し
、
立
ち
入
り
検

査
等
に
よ
り
不
適
正
な
管
理
が
判
明

し
た
場
合
は
、
是
正
を
強
く
指
導
す

る
。
使
用
や
法
定
検
査
受
検
の
有
無

が
不
明
な
浄
化
槽
２
５
４
３
件
全
て

の
実
態
把
握
を
行
う
。
浄
化
槽
管
理

者
へ
の
指
導
体
制
強
化
の
た
め
、
本

庁
職
員
を
派
遣
し
、
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
と
の
合
同
立
ち
入
り
を
行

う
。
同
事
務
所
間
の
相
互
応
援
体
制

も
整
備
す
る
。
度
重
な
る
行
政
指
導

に
従
わ
な
い
場
合
は
、
浄
化
槽
法
に

基
づ
く
行
政
処
分
を
視
野
に
厳
正
に

対
応
す
る
。

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

松尾 嘉三
（春日市）

渡辺 勝将
（那珂川市）

井上 順吾
（大野城市）

笠　 和彦
（福岡市中央区）

花田 尚彦
（宮若市・鞍手郡）

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、一
般
質
問
の
一
部
を

　
抜
粋
し
た
も
の
で
、９
月
定
例
会
時
点
で
の
内
容
で
す
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

江藤 秀之
（飯塚市・嘉穂郡）

野原 隆士
（福岡市西区）

西元 　健
（築上郡・豊前市）

片岡 誠二
（中間市）

浦 伊三夫
（糸島市）

吉田 浩一
（福津市）

佐々木 允
（田川市）
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コ
ロ
ナ
関
連
の

支
援
金
等
を
受

け
た
結
果
、
従

来
の
生
活
支
援

に
影
響
が
生
じ
た
事
例
へ
の
認
識
と

対
応
を
尋
ね
る
。

Ａ　

持
続
化
給
付
金
等
を
受
け
た
こ

と
で
課
税
所
得
が
増
え
、
公
的
扶
助

の
減
額
や
医
療
負
担
が
増
加
し
、
今

年
度
、
困
窮
状
態
に
陥
っ
て
い
る
事

例
は
承
知
し
て
い
る
。
県
と
市
が
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
設

置
す
る
自
立
相
談
支
援
機
関
に
お
い

て
相
談
者
の
話
を
よ
く
聞
き
、
現
在

の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
住
宅
確

保
給
付
金
の
支
給
、
就
労
支
援
、
生

活
福
祉
資
金
貸
付
な
ど
活
用
で
き
る

メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
人

に
最
も
合
っ
た
支
援
を
行
う
。

使
用
済
み
紙
お

む
つ
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
係
る
課

題
に
つ
い
て
知

事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

紙
お
む
つ
自
体
の
洗
浄
と
リ
サ

イ
ク
ル
に
向
け
た
パ
ル
プ
等
の
分
離

の
た
め
に
大
量
の
水
を
使
用
す
る
こ

と
や
使
用
し
た
水
の
処
理
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
、
こ
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
要
す
る
費
用
が
市
町

村
で
の
焼
却
処
理
に
要
す
る
費
用
を

上
回
る
こ
と
が
主
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
分
別

収
集
す
る
た
め
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
や
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
へ
の
運
搬

車
両
の
整
備
な
ど
が
必
要
で
、
こ
れ

ら
に
伴
う
新
た
な
コ
ス
ト
の
発
生
な

ど
も
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

更
年
期
障
害

は
、
男
女
と
も

に
３
割
近
く
が

日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
方
が

約
８
割
を
し
め
て
お
り
、
周
知
・
啓

発
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
の
電
話
な
ど
の
相
談

支
援
の
取
り
組
み
に
加
え
、
更
年
期

障
害
の
症
状
の
内
容
や
受
診
の
目

安
、
相
談
窓
口
な
ど
の
情
報
に
つ
い

て
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や

啓
発
物
の
配
布
な
ど
を
通
じ
て
県
民

の
皆
さ
ま
に
周
知
し
、
早
い
段
階
で

受
診
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

来
年
４
月
に

「
こ
ど
も
家
庭

庁
」
が
発
足
す

る
こ
と
に
よ
る

本
県
の
子
ど
も
政
策
へ
の
メ
リ
ッ
ト

と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

国
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
や
こ
れ
ま
で
十
分
で
は
な
か
っ
た

政
策
の
実
施
を
打
ち
出
し
、
市
町
村

に
設
置
さ
れ
る
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
を
窓
口
に
展
開
す
る
。
妊
娠

期
か
ら
学
齢
期
以
降
ま
で
切
れ
目
な

い
支
援
が
一
つ
の
窓
口
で
実
現
す
る

と
期
待
で
き
る
。
全
市
町
村
で
の
セ

ン
タ
ー
設
置
へ
向
け
助
言
・
支
援
を

す
る
。
課
題
は
、
財
源
の
裏
付
け
が

明
確
で
な
い
こ
と
や
文
部
科
学
省
所

管
の
子
ど
も
施
策
と
ど
う
連
携
す
る

か
な
ど
で
あ
る
。

更
生
保
護
施
設

を
出
て
保
護
観

察
期
間
の
終
了

後
う
ま
く
自
立

で
き
ず
、
生
活
に
困
窮
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
青
少
年
も
い
る
。
県
の
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
後
で
生
活
が
苦
し
く
な
れ

ば
、
自
立
相
談
支
援
機
関
が
相
談
を

受
け
支
援
す
る
。
相
談
者
の
状
況
を

よ
く
把
握
し
た
上
で
、
住
居
確
保
給

付
金
の
支
給
な
ど
活
用
で
き
る
メ
ニ

ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
、
最
も
合
っ
た

支
援
を
行
う
。
ま
た
、
困
窮
し
て
い

る
方
を
確
実
に
支
援
機
関
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
保
護
観
察

所
や
更
生
保
護
施
設
を
通
じ
、
自
立

相
談
支
援
窓
口
の
周
知
に
努
め
る
。

県
職
員
・
県
教

職
員
・
県
警
察

官
の
採
用
試
験

に
お
け
る
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
り
患
者
な
ど
へ
の
対
応

を
伺
う
。

Ａ　

り
患
者
や
濃
厚
接
触
者
に
関

し
、
県
職
員
の
１
次
試
験
は
受
験
を

控
え
て
も
ら
い
、
２
次
試
験
は
日
程

上
可
能
で
あ
れ
ば
受
験
が
で
き
る
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。
教
職
員
の
１
次

試
験
は
受
験
を
控
え
て
も
ら
う
が
、

２
次
試
験
は
、
個
人
ご
と
に
模
擬
授

業
等
を
す
る
た
め
再
試
験
を
行
う
。

県
警
察
官
の
採
用
試
験
は
、
り
患
し

た
方
の
受
験
は
控
え
て
も
ら
う
が
、

濃
厚
接
触
者
な
ど
に
関
し
て
は
、
教

養
試
験
等
は
別
室
で
、
体
力
試
験
等

は
別
日
に
受
験
で
き
る
。

過
疎
地
域
の
地

域
公
共
交
通
を

維
持
・
確
保
す

る
た
め
の
取
り

組
み
を
尋
ね
る
。

Ａ　

八
女
市
矢
部
地
区
と
筑
後
市
を

つ
な
ぐ
路
線
な
ど
複
数
市
町
村
を
運

行
す
る
広
域
的
・
幹
線
的
な
バ
ス
路

線
の
維
持
を
県
は
支
援
し
て
お
り
、

今
年
度
は
50
路
線
の
運
行
経
費
を
助

成
す
る
。
バ
ス
路
線
が
廃
止
さ
れ
た

地
域
の
代
替
移
動
手
段
と
な
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
の
市
町
村
に
も

運
行
経
費
な
ど
を
助
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
た
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
な
ど
新
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
す
る
市
町
村
へ
の
支
援
と
し
て
、

優
良
事
例
紹
介
の
研
修
会
実
施
や
導

入
費
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
外
に
居
住

し
な
が
ら
地
域

の
人
々
と
多
様

に
関
わ
る
関
係

人
口
を
田
川
地
域
で
増
や
す
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

関
係
人
口
の
創
出
の
た
め
県

が
設
立
し
た
「
ふ
く
お
か
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
県
内
外
の
約

２
万
１
０
０
０
人
が
登
録
さ
れ
、
祭

り
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
き
た
。

今
後
は
、
田
川
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
や
祭
り
の
担
い
手
と
し
て

の
参
加
な
ど
市
町
村
が
地
域
外
の
方

に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
役
割
に
つ
い
て

も
発
信
す
る
。
ま
た
、
田
川
地
域
の

市
町
村
や
県
立
大
学
等
を
交
え
た
同

ク
ラ
ブ
会
員
の
交
流
会
を
新
た
に
開

催
し
、
関
係
人
口
の
拡
大
、
深
化
を

図
る
。

Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で

の
立
花
宗
茂
と

誾ぎ
ん

千ち

代よ

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
所
見
と
意

気
込
み
を
尋
ね
る
。

Ａ　

福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
両
県
が
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
及
び
観
光
関
連
事

業
者
と
連
携
す
る
国
内
最
大
規
模
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
立
花
宗
茂
と

誾
千
代
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
招
致
に
向
け
た
機

運
上
昇
に
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
。

柳
川
藩
主
の
別
邸
で
あ
っ
た
「
名
勝　

立
花
氏
庭
園
」
や
宗
茂
・
誾
千
代
を

ま
つ
る
三
柱
神
社
等
を
２
人
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
と
も
に
Ｐ
Ｒ
し
、
全
国
的

な
知
名
度
向
上
を
図
る
。

若
者
か
ら
も
愛

さ
れ
る
サ
ウ
ナ

は
単
に
健
康
増

進
を
超
え
、
近

年
は
サ
ウ
ナ
で
地
域
活
性
化
を
図
る

取
り
組
み
も
あ
る
。サ
ウ
ナ
は
公
衆
浴

場
法
・
同
施
行
条
例
に
よ
る
規
制
の
対

象
だ
が
、山
梨
県
は
サ
ウ
ナ
振
興
の
た

め
の
法
的
整
備
と
し
て
条
例
改
正
を

し
た
。サ
ウ
ナ
の
魅
力
を
フ
ル
活
用
す

る
に
は
、本
県
も
条
例
改
正
を
視
野
に

検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

Ａ　

テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
な
ど
新
た
な
利

用
形
態
の
サ
ウ
ナ
に
お
い
て
、
着
衣

で
利
用
す
る
場
合
も
浴
室
等
を
男
女

別
に
設
け
る
規
定
を
適
用
す
べ
き
か

ど
う
か
、
現
行
条
例
の
問
題
点
を
含

め
、
他
自
治
体
の
状
況
も
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
す
る
。

環
境
に
や
さ
し

い
農
業
と
農
泊

の
現
状
と
取
り

組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　

有
機
質
肥
料
の
最
適
な
施
用
時

期
の
指
導
な
ど
で
環
境
保
全
型
農
業

を
推
進
し
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
低

減
も
支
援
し
て
き
た
。
昨
年
度
、
有

機
農
業
は
県
内
約
１
０
０
㌶
、
農
薬

等
の
使
用
量
を
県
基
準
の
５
割
以
下

に
減
ら
す
栽
培
は
約
２
０
０
０
㌶
に

な
っ
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
農
泊
受

け
入
れ
に
は
地
域
間
連
携
が
必
要

で
、
宿
泊
施
設
と
市
町
村
等
で
つ
く

る
地
域
協
議
会
の
代
表
に
よ
る
県
域

の
会
議
を
開
催
し
、
地
域
を
超
え
た

受
け
入
れ
施
設
の
確
保
や
体
験
メ
ニ

ュ
ー
の
提
供
が
で
き
る
体
制
整
備
等

を
進
め
て
い
る
。

国
際
情
勢
の
影

響
を
受
け
本
県

の
外
国
籍
の
方

の
人
権
が
侵
害

さ
れ
な
い
よ
う
県
の
施
策
を
問
う
。

Ａ　

県
と
両
政
令
市
、
法
務
局
等
で

構
成
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
連

絡
会
議
で
作
成
し
た
啓
発
動
画
を
県

内
４
地
域
の
映
画
館
で
放
映
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
も
配
信
し
て
い
る
。
加
え
て

同
会
議
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
コ
ン
ビ
ニ

に
配
架
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
軍
事
侵
攻
へ

の
抗
議
と
差
別
・
偏
見
は
違
う
こ

と
、
特
定
の
国
籍
の
方
や
民
族
へ
の

差
別
・
偏
見
、
誹
謗
中
傷
は
や
め
る

よ
う
呼
び
掛
け
て
お
り
、
今
後
も
関

係
機
関
と
し
っ
か
り
連
携
を
図
り
啓

発
に
取
り
組
む
。

県
が
、
今
年
度

か
ら
大
牟
田
市

と
飯
塚
市
で
取

り
組
ん
で
い
る

短
時
間
雇
用
の
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　

同
事
業
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

や
家
庭
・
健
康
上
の
事
情
が
あ
る
方

な
ど
、
週
20
時
間
以
上
の
就
業
が
難

し
く
て
も
短
時
間
で
あ
れ
ば
働
け
る

方
を
求
人
企
業
の
開
拓
や
マ
ッ
チ
ン

グ
等
で
支
援
す
る
。
企
業
に
対
し
て

は
、
多
様
な
人
材
の
確
保
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
の
説
明
な
ど
を
行
う
。
求

職
者
に
対
し
て
は
、
適
性
を
把
握
し

最
も
働
き
や
す
い
職
場
へ
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
。
障
が
い
者
施
設
で
つ

く
る
県
就
労
支
援
協
同
組
合
が
事
業

主
体
と
な
り
、
県
と
日
本
財
団
が
助

成
し
て
い
る
。

堀　 大助
（行橋市）

西尾 耕治
（糟屋郡）

松下 正治
（北九州市八幡西区）

山本 耕一
（北九州市若松区）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

冨永 芳行
（糟屋郡）

後藤 香織
（福岡市早良区）

原中 誠志
（福岡市中央区）

渡辺 美穂
（太宰府市）

緑
友
会

緑
友
会

栗原 悠次
（八女市・八女郡）

神﨑 　聡
（田川郡）

椛島 德博
（柳川市）

公
明
党

公
明
党

大塚 勝利
（福岡市東区）
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９
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会
の
監
視

機
能
を
発
揮
し
、
審
査
結
果
を
令
和
５

年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
９
日
間

の
審
査
日
を
設
け
、
付
託
さ
れ
た
令
和

３
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
決
算
な
ど
20

件
の
議
案
に
つ
い
て
集
中
審
査
方
式
に

よ
り
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
二
元
代
表
制

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、秋
田
章
二
委
員
長
、

大
橋
克
己
副
委
員
長
を
中
心
に
31
名
の

委
員
に
よ
り
、
県
政
の
重
要
課
題
を
中

心
に
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
の
過
程
に
お
い
て
議
論
さ
れ

た
主
な
内
容
は
本
会
議
場
で
の
採
決
の

前
に
委
員
長
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
下
、そ
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
、

要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

【
財
政
問
題
】

　

近
年
、
県
税
収
入
未
済
額
は
減
少
し

て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
令
和
２
年
度
に
増
加
に

転
じ
た
。
委
員
か
ら
、
今
後
の
税
収
確

保
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
し
た
と

こ
ろ
、
適
正
な
課
税
に
努
め
た
上
、
納

付
方
法
に
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
利
用
の
電
子

決
済
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
向
け
た
検
討
を

行
い
、納
税
者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
、

税
収
確
保
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
来
年

度
の
予
算
編
成
と
財
源
確
保
に
つ
い
て

は
、「
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
２
」

に
基
づ
く
歳
入
歳
出
両
面
か
ら
の
改
革

措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
計
画
的
に
財
政

健
全
化
を
進
め
て
財
源
確
保
に
努
め
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
未
来
へ
の
投
資

を
積
極
的
に
進
め
る
。
併
せ
て
、国
に
、

地
方
一
般
財
源
総
額
確
保
を
要
望
し
、

必
要
な
財
政
措
置
を
強
く
働
き
か
け
て

い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
北
九
州
空
港
】

　

九
州
・
中
国
地
方
で
唯
一
24
時
間
利

用
可
能
な
海
上
空
港
で
あ
る
北
九
州
空

港
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展

さ
せ
、
北
九
州
地
域
や
県
、
さ
ら
に
は

九
州
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
に

つ
い
て
委
員
か
ら
質
し
た
と
こ
ろ
、
知

事
か
ら
は
、
貨
物
拠
点
空
港
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
昨
年
度

か
ら
の
３
年
間
を
「
貨
物
拠
点
化
推
進

強
化
期
間
」
と
位
置
づ
け
、
地
元
市
町

等
と
連
携
し
た
路
線
誘
致
や
集
貨
促
進

等
の
取
り
組
み
強
化
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
北
九
州
市
選
出
県
議
会
議
員
で

構
成
さ
れ
る
「
北
州
会
」
を
は
じ
め
と

す
る
県
議
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
地
元

市
町
や
国
と
連
携
し
、
よ
り
使
い
や
す

く
魅
力
あ
る
空
港
へ
と
発
展
さ
せ
て
、

北
九
州
地
域
は
も
と
よ
り
福
岡
県
全
体

の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
で
「
世

界
か
ら
選
ば
れ
る
福
岡
県
の
実
現
」
を

図
り
、
九
州
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
保
健
医
療
施
策
】

　

委
員
か
ら
、
医
療
用
資
材
の
流
通
備

蓄
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ

ろ
、
知
事
か
ら
は
、
福
岡
県
医
療
機
器

協
会
の
協
力
を
得
て
、
全
国
初
と
な
る

医
療
用
資
材
の
流
通
備
蓄
体
制
を
構
築

し
、経
費
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
医
療
用
資
材
の
安
定
供
給
体
制

の
維
持
に
努
め
、
県
民
の
命
と
安
全
を

守
っ
て
い
く
。
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
薬
が
使
わ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
て

い
る
流
通
備
蓄
の
問
題
は
、
早
期
に
改

善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
秋
の

国
へ
の
要
望
で
、
効
率
的
な
備
蓄
体
制

の
見
直
し
を
最
重
点
事
項
と
し
て
要
望

し
て
い
く
。
ま
た
、
私
立
高
等
学
校
に

お
け
る
、
が
ん
教
育
普
及
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、検
診
率
の
向
上
、

早
期
発
見
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
教
員
へ
の
研
修
会
案
内
、
分

か
り
や
す
い
教
材
の
周
知
、
外
部
講
師

情
報
を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
、
外
部
講

師
招
へ
い
に
要
す
る
費
用
の
支
援
を
検

討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
環
境
問
題
】

　

人
と
動
物
の
関
係
は
、ワ
ン
ヘ
ル
ス

の
観
点
か
ら
も
適
正
な
距
離
を
と
っ
て

共
存
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、ど
の
よ
う
に
野
生
動
物
の
保
護
と
管

理
を
行
っ
て
い
く
の
か
を
委
員
か
ら
質

し
た
と
こ
ろ
、３
月
に
策
定
し
た
「
福
岡

県
生
物
多
様
性
戦
略
」の
中
で
、野
生
動

物
の
保
護
と
管
理
を
重
要
施
策
に
位
置

付
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、県
民

に
は
、野
生
動
物
と
適
度
な
距
離
を
と
る

こ
と
、安
易
な
保
護
や
餌
付
け
を
し
な
い

こ
と
な
ど
の
普
及
啓
発
を
行
い
、野
生
動

物
の
適
切
な
保
護
と
管
理
を
図
っ
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
福
祉
労
働
施
策
】

　

委
員
か
ら
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、知
事
か
ら
は
、

子
ど
も
の
貧
困
の
根
底
に
は
、
親
の
困

窮
状
況
の
影
響
が
大
き
く
、
親
の
就
労

状
況
等
の
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
学
校
を
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お

け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
ふ
う

に
位
置
づ
け
て
お
り
、
学
校
現
場
か
ら

の
声
が
支
援
機
関
に
届
き
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
た
め
「
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ

ス
」か
ら
各
地
の
教
育
委
員
会
を
通
じ
、

積
極
的
に
学
校
現
場
と
の
接
触
を
図
り

連
携
を
強
め
て
い
く
。
こ
ど
も
家
庭
庁

の
発
足
に
向
け
て
は
、
国
で
各
府
省
の

施
策
が
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

で
は
、
子
ど
も
政
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制
が
望
ま

し
い
の
か
検
討
を
重
ね
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
商
工
施
策
】

　

今
後
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

観
光
振
興
策
に
つ
い
て
委
員
か
ら
質
し

た
と
こ
ろ
、
10
月
11
日
か
ら
の
全
国
旅

行
支
援
開
始
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
関
東

圏
、
関
西
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組

み
、
福
岡
県
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
旅
行
会
社
へ
の
商
品
造

成
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
全
国
か
ら
の

誘
客
に
つ
な
げ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
ワ

ン
ヘ
ル
ス
の
視
点
か
ら
の
観
光
素
材
の

開
発
、
旅
行
商
品
造
成
の
働
き
か
け
や

情
報
発
信
等
に
努
め
て
い
く
。
今
後
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い
て
は
、
本

県
の
食
、
自
然
、
そ
し
て
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」、「『
神
宿
る
島
』

宗
像
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の
二
つ

の
世
界
遺
産
と
も
関
連
の
あ
る
歴
史
に

係
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
魅
力
あ
る

情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
デ
ジ
タ
ル
で
発

信
、
海
外
旅
行
会
社
に
向
け
た
情
報
提

供
、
旅
行
商
品
の
造
成
を
促
す
と
と
も

に
、
ア
ジ
ア
や
欧
・
米
・
豪
な
ど
の
水

際
対
策
の
緩
和
状
況
や
直
行
便
の
復
便

状
況
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
誘
客
に

取
り
組
む
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
教
育
行
政
】

　

委
員
か
ら
、
先
月
報
道
さ
れ
た
日
本

語
学
校
で
の
留
学
生
に
対
す
る
身
体
拘

束
事
案
に
つ
い
て
、
行
政
指
導
と
し
て

県
に
よ
る
実
地
調
査
は
行
わ
な
い
の
か

質
し
た
と
こ
ろ
、
知
事
か
ら
は
、
発
生

現
場
の
状
況
や
学
校
長
、
教
員
か
ら
の

聞
き
取
り
な
ど
の
実
地
調
査
を
行
い
、

正
確
な
事
実
の
把
握
と
併
せ
て
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
や
学
生
指
導
見
直

し
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
、
必

要
に
応
じ
、
さ
ら
な
る
行
政
指
導
を
行

う
。
出
入
国
在
留
管
理
局
と
の
連
携
強

化
に
つ
い
て
は
、
県
、
出
入
国
在
留
管

理
局
、
専
修
学
校
各
種
学
校
協
会
な
ど

の
関
係
機
関
や
団
体
が
協
力
し
て
、「
福

岡
県
外
国
人
材
受
入
対
策
協
議
会
」
を

設
置
し
て
お
り
、
情
報
や
課
題
を
共
有

す
る
部
会
の
設
置
も
含
め
、
連
携
強
化

を
図
る
方
策
を
検
討
す
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
福
岡
北
九
州
都
市
高
速
道
路
】

　

福
岡
北
九
州
都
市
高
速
道
路
に
お
け

る
精
神
障
が
い
者
へ
の
割
引
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
質
し
た
と
こ
ろ
、
知
事

か
ら
は
、
高
速
道
路
の
利
用
料
金
は
、

各
高
速
道
路
事
業
者
が
経
営
状
況
を
勘

案
し
、
判
断
の
上
で
国
に
申
請
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
本
県
に
お
け
る
福
岡

北
九
州
高
速
道
路
公
社
に
つ
い
て
は
、

全
国
の
高
速
道
路
事
業
者
と
連
携
し
な

が
ら
、
割
引
制
度
に
つ
い
て
検
討
が
進

む
よ
う
促
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

　

こ
の
他
、
中
小
企
業
や
地
域
経
済
へ

の
支
援
、
肥
料
高
騰
に
伴
う
今
後
の
営

農
体
系
、
国
際
金
融
機
能
の
誘
致
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
、
児
童
相
談
所
の
対

応
力
強
化
、
部
落
差
別
の
完
全
撤
廃
に

向
け
た
取
り
組
み
、
視
覚
障
が
い
者
向

け
図
書
施
設
の
利
用
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
の
取
り
組
み
、
青
少
年
の
再
犯
防
止

と
県
警
察
の
対
応
、自
動
車
産
業
振
興
、

新
規
就
農
者
の
確
保
・
定
着
、
部
活
動

の
地
域
移
行
、
林
業
再
生
、
公
金
収
納

の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
付
託
さ
れ
た
議
案
20

件
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
の

議
案
も
起
立
多
数
を
も
っ
て
認
定
、
ま

た
は
原
案
可
決
及
び
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

決算特別委員会委員
◎秋田　章二 ○大橋　克己

　長　　裕海
　津田　公治
　香原　勝司
　江頭　祥一
　花田　尚彦
　渡辺　美穂
　後藤　香織
　小河　誠嗣
　二宮　眞盛
　高瀬菜穂子

　吉松　源昭
　中牟田伸二
　西元　　健
　井上　正文
　川﨑　俊丸
　佐々木　允
　中村　香月
　安部　弘彦
　浜﨑　達也
　古川　　忠

　大島　道人
　板橋　　聡
　井上　博行
　𠮷田健一朗
　原中　誠志
　山本　耕一
　吉武　邦彦
　永川　俊彦
　西尾　耕治

（◎は委員長、○は副委員長）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
算
特
別
委
員
会
か
ら

審
査
日
程
：
９
月
22
日
、９
月
30
日
〜
10
月
12
日
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トピックス

　８月24日、令和４年度第２回九州各県議会議長会議が佐賀市で開催さ
れ、桐明和久議長、仁戸田元氣副議長が出席しました。
　会議では、本県提案の「勤務獣医師の人材確保について」や「人と動
物共通の新たな感染症への対応力の強化について」など、各県議会から
提案された議案について審議を行い、九州各県議会議長会の要望事項と
して関係省庁等に提出することなど
が決定されました。
　また、会議終了後には、「地方は
消滅しない　～ウクライナとコロ
ナ、２つの戦後経済」と題して、経
済評論家の上念司氏による講演会が
行われました。

九州各県議会議長会議

　８月26日、シントン・ラーピセートパン駐日タイ王国特命全権大使が
県議会を訪問され、桐明和久議長、仁戸田元氣副議長をはじめ、福岡県
タイ友好議員連盟（会長：仁戸田元氣副議長）の役員が出迎え、歓迎し
ました。
　桐明議長は、「福岡県とバンコク都は、2006年に友好提携を締結し、
その翌年には福岡県議会とバンコク都議会との間でも友好提携を結んで
以来、長年にわたり、さまざまな分野において素晴らしい交流が行われ
てきております。シントン大使におかれましても、今後ともご理解とご
協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます」と挨拶しました。
　シントン大使は、「総領事館開設時には、多大なるご尽力をいただき、
ありがとうございました。福岡県とタイ王国は長きにわたって交流があ
り、県議会でもバンコク都議会と友好交流があっております。コロナが
収束しましたらもっと活発に
交流を行っていきたいと思い
ます」と述べられました。
　その後の懇談では、両国の出
入国に関する話題など、活発な
意見交換が行われました。

駐日タイ王国大使による表敬
　９月13日、海洋安全保障に関する講演会のため、戦略国際問題研究所
のグレゴリー・ポーリング上級研究員及び在福岡アメリカ領事館のスト
レイダー・ペイトン領事が県議会を訪問され、桐明和久議長、井上博隆
副議長をはじめ、福岡県防衛議員連盟（会長：松本國寛議員）の役員が
お迎えしました。
　桐明議長は、「日本の防衛問題については、今、我々が関心を持ち、しっ
かり対策をしていくべきことですので、お話をお聞きできることを楽し
みにしております」と挨拶しました。
　その後、ポーリング上級研究
員から「南・東シナ海における
中国の海洋進出とそれによる
当国・地域への影響」と題した
講演があり、多くの議員が参加
しました。

戦略国際問題研究所上級研究員による議長表敬

　８月25日、令和４年度飲酒運転撲滅県民大会が北九州国際会議場で開
催され、桐明和久議長、仁戸田元氣副議長、県民生活商工委員会の渡辺
美穂委員長、警察委員会の渡辺勝将委員長をはじめ、多くの議員が出席
しました。
　平成18年８月25日に、福岡市の海の中道大橋において幼い３人の尊い
命を奪った飲酒運転事故が発生してから16年となります。桐明議長は、
この事故を一つの契機として、平成24年に全国初の罰則付きの「福岡県
飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例」を議員提案により制定したこと、
また、令和２年６月には、県民の意識づくりを進めるべく、条例の一部
を改正したことを紹介しました。そして、「県議会としても、飲酒運転
のない安全で安心して暮らせる福岡県づくりのため、今後も飲酒運転撲
滅運動の推進に全力を挙げて取り組んでまいる
所存です」と挨拶しました。
　大会では、飲酒運転撲滅メッセージの発信や
飲酒運転撲滅を祈念した演舞、若者による飲酒
運転撲滅宣言などが行われました。

飲酒運転撲滅県民大会

　８月８日、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会において出場された、福岡県ゆかりの選手の皆さまの努力、健闘を称えるとともに、県
民が一丸となってアスリートを応援する機運を醸成するため、「Fukuoka Sports Award 2022」が福岡市内で開催されました。
　桐明和久議長は、「コロナ禍で閉塞感を感じている私たちに、大きな感動、勇気、元気を
与えていただきました選手の皆さまに感謝を申し上げるとともに、スポーツの力、素晴らし
さを改めて実感しました」と述べ、素根輝選手、道下美里選手をはじめ、メダルを獲得され
た選手の皆さまに「福岡県議会議長特別感謝状」を贈呈しました。また、惜しくもメダルに
手の届かなかった選手には、県民に感動を与え、青少年に未来への可能性を示されたことか
ら、福岡県スポーツ議員連盟（会長：井上順吾議員）から「感謝状」が贈呈されました。
　授賞式では、選手による大会の思い出やパリ大会に向けた目標などが語られました。

Fukuoka Sports Award 2022

　10月12日、本県議会議員をはじめ、九州の政財界の有志を会員とする「九州の自立を考える会」（会長：藏内勇夫議員）の総会が福岡市で開催され、
藏内会長は、「本会は平成23年に設立して以来10年以上にわたり、九州の成長戦略等に関する調査、提言を積極的に行い、その多くを実現してきました。
そして、今、新たにワンヘルスの推進に取り組んでいます。令和２年12月には福岡県議会において福岡県ワンヘルス推進基本条例を制定していただき、
今年２月には、このような取り組みに高い評価をくださっている岸田文雄内閣総理大臣を訪問し『アジア新興・人獣共通感染症センター』の九州への
誘致などをお願いしたところです。さらに、アジア地区の23カ国で構成するアジア獣医師会連合（ＦＡＶＡ）の役員会で、25年前に福岡県に誘致された
国連ハビタットに続く、九州で２つ目の国際機関となるＦＡＶＡの日本事務所（ワンヘルス推進を目的としたものです）を福岡県に設置することを決定
していただきました。既に、ハビタットの事務局長とは、ともに人間の健康に取り組む組織としての共同プロジェクトのお話もしているところです。ま
さしくこれから、皆さんの力をお借りして当会の九州の成長戦略の実現に向けて、さらにまい進していく時が来たと思っております」と挨拶されました。
　また、来賓として桐明和久議長は、「平成29年の九州北部豪雨により甚大な被害を受けた日田彦山線沿線地域については、藏内会長が、『九州の自立
を考える会』に自民党福岡県議団の松本國寛会長を座長とする日田彦山線復旧問題対策協議会を設置していただき、地元の方々と何度も意見交換を重
ねて地域振興プランを作っていただきました。おかげで、現在、着々と振興計画が実現されつつあります。県議会としても、県執行部と一体となり、『九
州の自立を考える会』をはじめ、地元自治体との連携のもと、日田彦
山線沿線地域の復旧復興にしっかりと取り組んでまいります」と挨拶
しました。
　その後、一般社団法人九州観光機構の唐池恒二会長による 10 周年
記念講演（演題：夢見る力が「気」をつくる～九州観光再生に向けて
～）が行われ、会場の方々は熱心に聞き入っていました。

九州の自立を考える会　令和４年度定例総会

感謝状を贈呈する井上順吾会長特別感謝状を贈呈する桐明和久議長

記念講演講師：唐池恒二会長主催者挨拶をする藏内勇夫会長来賓挨拶をする桐明和久議長
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岡
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会

■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823
FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課
■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827
FAX 092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報　■ 議長会議　など
TEL 092-643-3832
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課
■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※次号（第46号）の発行は、令和５年２月上旬を予定しています。

議会事務局の組織と問い合わせ先

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民
情報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各
店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希
望の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。

　新型コロナウイルス感染症関連の最新情報につきまして
は、県ホームページ「新型コロナウイルス感染症ポータル
ページ」をご覧ください。

新型コロナウイルス感染症ポータルページのご案内

12月定例会のスケジュール（予定）12/１（木）から
12月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

● 12月 １ 日（木）　開      会

● 12月 ７ 日（水）　代表質問

● 12月 ８ 日（木）　代表質問

● 12月 ９ 日（金）　一般質問

● 12月12日（月）　一般質問

● 12月13日（火） 一 般 質 問

● 12月14日（水） 常任委員会

● 12月15日（木） 常任委員会

● 12月16日（金） 常任委員会

● 12月20日（火） 閉　　　会

※本会議については、インターネット「福岡県議会中継」でご覧になれます。

議員定数及び選挙区が改正されました
　「福岡県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数に関する条例」
が改正され、令和４年10月11日に施行されました。
　これにより、令和５年４月に行われる県議会議員選挙から選挙区割りや定数が変更となる地域が
あります。なお、議員の総定数は変わらず、現行の87人のままです。

久留米市
５人

うきは市
１人

久留米市・うきは市
５人

（合区）

北九州市八幡西区
４人 ⇨ ３人

太宰府市　　　　
１人 ⇨ ２人

小郡市・三井郡　 
１人 ⇨ ２人

新しい新しい副議長副議長が決まりましたが決まりました
令和４年９月９日の９月定例会開会日に副議長の選挙が行われ、井上博隆議員（民主県政県議団）が選出されました。９月定例会

第85代福岡県議会副議長

井
い の

 上
う え

 博
ひ ろ

 隆
た か

民主県政県議団（３期 ・ 大野城市選出）
昭和53年２月１日生

写真向かって左から

　　小河　誠嗣　委員

　　堀　　大助　委員

　　浦　伊三夫　委員

　　板橋　　聡　委員

　　吉村　　悠　座長

　　桐明　和久　議長

　　井上　博隆　副議長

　　仁戸田元氣　委員

　　中嶋　玲子　委員

　　壹岐　和郎　委員

　　大塚　勝利　委員

………… 議場での提案理由説明 …………

10月14日、条例提案にあたり、座長の吉村悠議員
が議場において提案理由の説明を行いました。

………… 桐明和久議長への条例案の報告 …………

10月７日、議員提案政策条例検討会議は、取りまとめた条例
案を桐明議長に報告しました。

（条例制定についての経緯は１面をご参照ください）

環境と人と動物のより良い関係づくり等福岡県におけるワンヘルスの実践促進に関する条例

人の
健康

動物の
健康

環境の
健全性

ワンヘルスとは
「人の健康」「動物の健康」「環
境の健全性」を一つの健康と
捉え、一体的に守っていくと
いう考えです。

〇農林水産物等のワンヘルス：ワンヘルス適合品の認証、食育の推進、地産地消、食の循環
〇全ての動物のワンヘルス：動物の調査等の実施、鳥獣被害防止施策、安全なジビエの振興
〇森林環境等のワンヘルス：森林環境の保全と機能の増進、森林の活用、森林・水源地の巡視等
〇水環境等のワンヘルス：水環境・大気環境の保全、プラスチック関係（ごみ対策、適正管理）

・モデル地区の整備を森林、公園等において
県、市町村及び県民の協働で推進
・ワンヘルスに対する危機的事態に機動的に対応

・試験研究の成果の実用化の取り組み、情報
交換

・事業者との連携でワンヘルス関連産業を振興

県
市町村

事業者、県民

連携

支援

実
践
的
取
り
組
み

※条例の概要及び全文は福岡県議会ホームページをご覧ください。


